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苅田町青少年育成町民会議だより

カッパに似てし1るからカッパ先生らしい。六日先生の自己紹介を聞くと、とても今

の先生からは犯像できない不運で貧しい子ども時代を送られたとのこと。今があ

るのは、先生のまじめで、ひたtきな能度のせいだと見いました。苦しみを知つて
し1ろ先生だからこそ、人の′Lの扱いに暖かみを感じました。

■

漑 子育てに完璧という言葉はない。    :震
躊 子どもは発展途上人で、常に心の中で葛藤している。

■

鱚 子どもにとつて家庭は、個人的な居場所であり、癒され守られる。

安全基地である。(学校は社会的居場所であり、活躍し役立つことができ、

認められる前線である。)

麒 保護者の時は、子どもを包み込み、親になつたら、親の背中を見せよう。

M親 も自分の人生を共につくり、楽しもう。

最後に、「やさしくなるには」高木いさお作の中に      
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鸞金持ちになるには運が要る。

鸞賢くなるには時が要る。      燿::
鴛やさしくなるには (なにもいらない)…と。

太田先生、また、いらして下さいませ。(関連記事P2) すこやか編集長 松枝玲子
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¶員r演題 :「学校教育」と「電話相談」の現場から
カッパ先生のスッコケノート～

士 講師 :福口市子ビt未来局 こピt総合相談センター

饉仁隆‡
太日久義先生

期日 :平成 25年 1月 25日 (金 )
会場 :中央公民館 第 5研修室
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家.庭教‐‐育・講演‐会

子育 てのキー ワー ドは

完璧な子 どもがいないように ,
完璧な親 もいない    ・ :・

「子育ては親育ち」

「子育て親育 ち」の

カ ッパ流キー ワー ドは

「禾ムはか あ さん 」
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⑥ 感 謝

ヽ

⑤ :挨拶

〇 :さ りげない会話

④ :ん と話 を聴 く

磁 挨拶 は .人 と人 とのつなが つの原 点 .
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上富
第
２５
回
理
事
会
　
，

平
成
２Ｅ
年
２
月
５
日
（大
）

第
２５
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
副
会
長

の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
①
委
員

（役
員
）
の
改

選
　
②
理
事
の
定
数
な
ど
に
つ
い
て
提
案
し
ま

し
た
。
活
発
な
意
見
が
出
る
中
で
無
事
、
理
事

会
を
開
会
し
ま
し
た
。
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平成 25年 3月 3日 (日 )

0川小学校周辺 スタートaゴ _′し

苅田町青少年育成町民会議では、後援ということで

ゴールをした選手の方々にタオルを配布いたしました。

天候にも恵まれ、絶好のマラソン日和でした。ちl
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苅田町ふれあいマラソン大会
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苅田町青少年育成町民会議、今年度最後の活動として、役員委員を対象とした講演会が、2月

27日 (水 )に中央公民館で開催されました。

講師には、唯念寺住職、大久保正信氏、元保護司もされ、経験豊富な中

演題は「いのちを見つめて」と大変難しそうで、つい構えてしまいそうでした。

昔から「大人が変われば、子どもも変わる。」と言われてきましたが、同じ自分の人生「子ども

が変われば、未来が変わる。」と言われ、その後その子ども自身による「いのちの大切さ」につ

いてのとらえ方を先生が出合った内容からお話し下さいました。

1つは、自ら命を絶った母親へ子どもから心の訴えを、母に届けとばかりに発信した言葉を保護

司である歌手の千葉紘子さんの体験談として、千葉さんの朗読テープで紹介されました。

もう1つは、小学 6年生で右大腿骨骨肉腫を発病し、中学 2年生までの短い期間でこの世を去っ

た子が、死の直前まで生きた事への感謝と、前向きな心を車椅子に乗り、弁論大会で発表した

内容の一部分の紹介でした。

息を引き取る 2日前に母に向け残した「こんな事ぐらいで泣かないで」「心の癌に侵されなくて

よかった」自分以外の姉妹に対する心配りから「お母さんが病気にならず私でよかった」と、ま

だ沢山の心に響く内容でしたが、思わずこの年齢までの「いのち」に感謝と幸せを感じました。

そして、心から自分にも、まわりのすべてにも「ありがとう」とつぶやいていました。

その余韻に浸ったまま情報交換会会場へ移動しましたが、講演会の素晴らしかった事が、あち

こちで話題となりました。この会が大変意義深かったと充実した気持ちになり、今後の活動に確

かに繋がると確信した次第です。

健全育成家庭部会 部会長 吉野利子

麺目臨

イ費員 委員畿 賓ゞ誉 燕憾嘔青少年育咸電民曇

鷲受員・委員轟襲黄会

平成 24年度「オアシス運動」。「家庭の日」の
作品のうち白川小学校 6年の中西 員衣加さんが
作文の部で優秀賞をいただきました。

おめでとうございます。

※作品は、前号に掲載しています。
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福‐岡‐県青少年育成県民会議より入賞
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子どもの豊かな経験

他者
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′子ども会よじ′お知らせします～
子ども会で |よ異年齢で集団活動ができます。そして、子どもたちが他者との関わりをとおして人間関

係を学び地域などの問題解決に目を向けて活動しています。

連合会では、子ども会活動が活性化して、それぞれの自己啓発になればとリーダー養成を行つてい

ます。

対象 |よインリーダー (子ども会会員)・ ジュニアリーダー (中高生の苅田町在住)です。

一緒に活動をしたい、どんなことしているのだろう。・などなど問い合わせしてみてください。

.★問い合わせ先 :苅田町子ども会育成連合会事務所 (中央公民館内)携 帯 :090‐4589-3200(田 □)肇
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「ネェl急須を知らない若者が居るんだって・・・」
「うそ| それはないでしょ・・」

などの会話がバア～バアの井戸端会議でありました。
「今は、お茶もペットボトルであるもんね・・・」
日本の生活の文化は、まだまだ便利化していくのでしょうか

'
無駄な時間を費やしてゆっくりとした余暇の時間も欲しいですねえ・

バア～バァは「便利」=「使い捨て」の思いがあります。バァ～バァが

心配するのは、子育てにあんまり「便利」的なものは使って欲しくないです。一つ、一つ段階を踏んで育むことを望みます。それら
は親の成長でもあります。おもちゃ、ゲーム機、おやつなどなど、使い捨てになっていませんか? 我慢したり、創造したりして大事
に使わせましょう。

我が子に対する親の望みは、自発的で創造性に富み、思いやりのある子、勉強のできる子…ですね|1思いを子どもに話すこ
とは、あまり労力はいりませんが、子どもが気づくようによく話を聴いて、導いていくことは、かなりの努力が要りますね。遺伝的なも
のもありましょうが、努力は大事、「気づき」は、もっと大事と考えます。もう一度、その「便利」を子どもと考えてみては、どうですか?

※気づきとは、それまで見落としていたことや問題点に気づくこと

例 :「 日々の気づきが成長をもたらす」「子どもたちに気づきを促す」等…c
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本校では、毎年 11月の土曜日に「出会い・ふれあい・体験白川」を開催しており、本年度も、11月 17日 (土 )
に行いました。目的として次の2つをあげています。
○子どもと保護者・地城の方々との交流を図る。

○日頃お世話になつている方に感謝の意を表す。

本年度も地域の55名の方々に参加して頂き、交流を深めることができました。子どもたちも日頃以上に張
り切つていました。
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雨天の為体育館で

餅をつきました。(6年 ) 地域の万を講師に招いて

リース作りをしました。(3年 )

●

ランチルームで「お礼の会」をしました。

●

¬ L
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白川小学校では平成22年度から道徳教育に目を向け、「導入の工夫」「表現活動の工
夫」「発間の工夫」を3つの柱にして研究を進めてきました。
そして 11月 2日 (金 )に京都郡小営校教育研修会の委嘱を受け研究発表会を開催し、
3年間の研究の成果を発表しました。発表会には約 100名 参加者があり参加者から
様々な意見を頂き、職員だけでなく子どもたちも充実した一日になりました。
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いつもありがとう
ございます‖!
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講演 (講師 青木校長 )
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町内6校の小学校を順に紹介させて頂き
ます。今回は、与原小学校です。
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凧 地菫座書

鰭
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の紙芝居
の練習

>現在参加されている方も、新しく参力0される方も
25年度の申込み手続きを行つて下さい。

詳しくは、苅田町役場 子育て支援課までおたずね下さい。
*新 1年生の参加は5月からとなりますのでご3承下さい。

苅田町役場  」口、  ‐
r。・_・、    1.。‐

子育て支援課
・ ~″ ・・

|■

・

丁EL 093-588-1036
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子どもたちは、それぞれにペースを見つけ、また異単年との関わりの中で成長しています。
これからも、地域の皆様と共に暖かく見守つて行きたいと思います。

よつ 質問! |

25年度4月から子どもひ3ばに参加する|こ |さどうすればよいのですか?
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今
年
は
、
東
北
地
方
を
中
心

に
過
去
の
記
録
を
更
新
す
る

豪
雪
と
な
り
ま
し
た
。

私
達
の
住
ん
で
い
る
北
九
州

地
方
で
も
、
や
っ
と
春
ら
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
西
行
法
師

は
「
願
わ
く
ば
花
の
下
に
て
春

死
な
ん
そ
の
如
月
の
望
月
の
こ

ろ
」
と
詠
み
ま
し
た
が
、
桜
の
咲

く
春
は
日
本
人
に
と
つ
て
特
別

な
季
節
で
あ
り
ま
す
。

苅
田
町
で
も
、
桜
の
名
所
が

沢
山
あ
り
ま
す
。
近
年
で
は
、

地
元
や
有
志
の
方
々
の
ご
苦
労

で
立
派
に
花
を
咲
か
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
桜
の
花
に
感

謝
、
桜
守
の
皆
様
に
も
感
謝
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
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編
集
長
　
松
枝
　
玲
子

濱
田
　
勝
枝

尾
田
　
弘
子

田
口
　
朝
子

金
丸
　
晴
樹

工
藤
　
正
志

編
集

・
発
行

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議

す
こ
や
か
編
集
委
員
会
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与原校区老人クラブの
旨ごん |こ tご協力頂い
てしは す。
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内
閣
府
か
ら
表
彰
状

１１
月
１７
日
、
多
年
に
わ

た
り
、
模
範
と
な
る
防
犯

活
動
、
街
頭
及
び
青
少

年
補
導
活
動
な
ど
、
環

境
浄
化
活
動
の
貢
献
に
よ

り
内
閣
府
所
管
の
社
団
法

人

「善

行
会
」
よ
り

町

民
会
議
理
事
長

長
田

祐
江
氏
、
少
年
補
導
員

羽
廣
正
純
氏
２
名
が
表
彰

状
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
１２
月
２７
日
に
は
、

吉
廣
町
長
へ
表
敬
訪
問

し
、
表
彰
の
報
告
を
し
ま

し
た
。
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